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サーチュイン遺伝子と終身年金保険 

ファイナンス学科教授 久保
く ぼ

英也
ひ で や

 

 

老化を遅らせ、寿命を延ばす遺伝子が見つか

ったという報道が欧米の学会誌はもとより日本

のお茶の間のテレビでも見られます。この遺伝

子は「サーチュイン遺伝子」と言われ、特別な

人でなくても、誰もが平等に保有しています。

うまくこの遺伝子を働かせる（活性化する）こ

とができれば、人間の平均寿命は 100 歳を超え

ると言われています。マサチューセッツ工科大

学生物学部のレオナルド・ギャランテ教授によ

り発見された同遺伝子は、約 20 億年前の生物が

自衛の飢餓対策として獲得した寿命を延ばす生

物共通の遺伝子です。血管や細胞を破壊するミ

トコンドリアが出す「活性酸素」や「免疫細胞」

の暴走などが老化をもたらすと言われています

が、この遺伝子はこの 2 つに加え約 100 近くの

老化促進要素をバランスよく抑え込むための指

令を出すとされています。 

欧米では、長寿の日本人だけでなく欧米人自

身にも同じ遺伝子があることに喝采があがって

いるようです。この遺伝子を活性化するのは意

外に簡単で、カロリー摂取量を制限すること（た

だし一生続けなくてはならない）です。もとも

と生物の飢餓対策として突然変異で誕生した遺

伝子ですから当然のことかもしれません。日本

人が昔から言い続けてきた「腹八分目」がこの

遺伝子を活性化してきたとも言えます。 

一方で 100 歳まで寿命が延びれば喜ばしい半

面、平均寿命約 80 歳の日本でも年金財政が苦し

いのに、間違いなく公的年金制度は破綻の脅威

にさらされます。老後の経済的準備に国も個人

も途方もなく大きな金額の準備が求められます。

世代間扶養ではますます年金財政の維持は困難

になるため、自分で資金を積み立てる自助努力

型の個人年金保険が重要になると思います。 

民間の終身年金は利回りが低いと言われてい

ますが、現在の生存率をベースに 100 歳まで利

回り計算を行うと下図のようになります。男性

100 歳までの平均利回りは 3.5％、同女性で

2.3％です。予定利率と言われる保険会社の運用

予想利回りが長期の市中金利とほぼ同じと仮定

すると男性の場合それを 2％も上回ることにな

ります。 

当然のことながら日本人全員がこのように長

寿になれば生存率が更に上昇して、利回りも長

期的には低下してくことになります。 

したがって、人よりも早く、率先して自分の

サーチュイン遺伝子を活性化させ長寿になるこ

とがこの高利回りを獲得する最良の方策と言う

ことになります。さあ、腹八分目の実践にかか

りましょう。
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ヒックス・森嶋アプローチ再考―市場の相互連関への今一つの視角― 

                     

著者：滋賀大学名誉教授（リスク研究センター客員研究員）酒井
さ か い

泰弘
やすひろ

 

収録：リスク研究センターＣＲＲ、Discussion Paper No.J-14, 2011年6月 

 

 

概要： 本稿においては、今や学界でほと

んど忘れられた感のある「ヒックス・森嶋

アプローチ」を再考することによって、多

数市場の間の相互連関への今一つの視角を

あらためて検討する。森嶋通夫教授の初期

の業績は、Ｊ．Ｒ．ヒックスの古典『価値

と資本』（初版 1939 年、二版 1946 年）を

森嶋流に一層発展させたものであった。私

自身の学位論文（1972 年）も、両先生の著

作を私なりに咀嚼展開したものと言える。 

 森嶋先生は著作『無資源国の経済学』

（1984 年）の中で、複数個の超過需要曲線

の相互依存関係に基づくヒックス・森嶋ア

プローチの復権を試みられたが、内外の学

界の反応はいまいちであったようだ。私は

かかるアプローチを敢えて今一度採用し、

一般均衡の不安定性、非存在、複数均衡な

どの諸々の「変則事態」の再検討を行うと

ともに、パ

ラメータ変

化に関する

比較静学的

結果を視覚

的に導出し

ようと試み

る。 

 国難の時

期を迎えて、

「 温 故 知

新」、つま

り古きこと

から新しき

意味を引き出すことが、我々にとって重要

な責務である。本稿を通じて、ヒックス・

森嶋アプローチの有用性と将来への発展可

能性とが再認識されることを願っている。 

 

 「モリシーマ、モリシーマ！」これこそ

が、私のロチェスター大学留学時代を象徴

的に示す言葉である。雪深きアメリカ東北

部の教室でかくも連呼した教授は、一般均

衡理論の世界的権威マッケンジー先生であ

った。マッケンジー教授のイギリス留学時

代の恩師が、他ならぬヒックス先生なので

あった。 

 当時の若き学徒たちにとって、「モリシ

ーマ！」という呼称は常に仰ぎ見るような

存在だった。当時の日本人たちの貧しくも

頑張っていた状況は、吉永小百合主演の白

黒映画「キューポラのある町」の中で非常

によく描かれていた。「日米安保反対！」

のデモが連日のように続いていた或る日、

アメリカ留学を決めていた私は、天下のモ

リシマ先生から、こう励まされたものだ。

「君の名前は聞いていますよ。ロチェスタ

ーでは、あのマッケンジーに宜しく！」 

 気温が零下マイナス 20 度、風速 20 メー

トルの冬の大地にて、連日連夜、午前１時

まで大学図書館で奮闘努力する人間にとっ

ては、国際一流雑誌に掲載された「モリシ

ーマ論文」は「神様の導きの手」のような

圧倒的存在感があったのだ。願わくは、こ

の新世紀において「第二、第三のモリシー

マ！」が颯爽と出現するように！！

今週の論文紹介 

著者のつぶやき 

Risk Flash No.25
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(1)現在の研究テーマと今後の抱負  

 財務会計を専門とする私の現在の研究テ

ーマは①利益とは何か、そして②利益と所

得の違いは何か、さらに③それらの計算構

造をどのように理解すればよいのか、とい

う諸点について考察することです。新しい

会計基準が次々と作られる今、実務家にと

ってはそれらを使ってどのように会計処理

を行うか、ということが現実的な問題でし

ょう。そうしたことを承知しながらも、「知

の拠点」である大学で研究・教育活動にい

そしむ自分としては、上述の問題に対して

歴史的背景を探りその上で理論的なアプロ

ーチを採ることによって基礎概念を固める

ことが、今後の会計学の発展に寄与しうる

ものと考えています。 

 一方で、現在、公認会計士試験・試験委

員（財務会計論）である私としては、実務 

界に船出しようとする学生諸君に、この試

験に是非チャレンジして欲しいとも願って 

います。当該試験をめぐる混迷の有り様は

承知していますが、一人でも多くの滋賀大 

 

学生が公認会計士

になるよう、研究

上の知見を活かし

た教育を行うよう

に努力していきた

いと思っています。 

 

(2)研究以外での

最近の関心事 

 アメリカやイギ

リスものが多いですが、ケーブルテレビで

海外ドラマ（犯罪・サスペンス、アクショ

ン、医療、SF、リーガルもの、コメディな

ど何でもありです）を見ることが好きです。

一概には言えませんがこうしたドラマを見

ていると、欧米社会における「銃」の存在

が、日本と異なりきわめて大きいことに気

づかされます。 
 

 会計学科教授 太田善之
おおたよしゆき

 

 

 

韓国啓明大学校 柳社会科学大学学長ご一行が来日、滋賀大学を訪問されました。 

 

滋賀大学と国際交流協定を締結している

韓国啓明大学校の柳社会科学大学学長と朴

韓国広域連合事務総長（大慶圏広域経済発展

委員会）など 4名が、6/9（水）～6/10（金）

に来日されました。滋賀大学リスク研究セン

ターのコーディネートにより、関西広域連合

の中塚事務局長、山西独立行政法人医薬基盤

研究所理事長、前場ロボットラボラトリ－ミ

ッションリーダーらと会談、両広域連合が産

業振興、防災、環境などの分野で、協定も視

野に入れた関係を築くことで合意しました。 

また、柳学長は 6/10（金）に佐和学長と会

談し、滋賀大学と啓明大学の交流促進を確認

すると共に日韓の原子力発電やそのリスク

などについて話し合いました。同時に、朴事

務総長に随行されていました李韓国広域連

合企画総括課主席研究員は「大慶圏と近畿圏

の交流協力方案模索」と題してリスク研究セ

ンターセミナーで発表されました。 

文責 久保英也
く ぼ ひ で や

 

 

 

教員紹介 「太田善之」
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リスク研究センター通信 

左から李韓国広域連合主席研究員、柳啓明大学校社

会科学大学学長、佐和学長、ミン浦項ロボット研究

所チーム長、久保リスク研究センター長、金准教授
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＊当リスクフラッシュをご覧頂いて、関心のある論文等ございましたら、下記事務局までメールでお問い合わせください。 

 

 

 

 

  
「リスクフラッシュご利用上の注意事項」 

  
 本規約は、滋賀大学経済学部附属リスク研究センター（以下、リスク研究センター）が配信する週刊情報誌「リスクフラッシュ」を購読希望され

る方および購読登録を行った方に適用されるものとします。 

  

【サービスの提供】 
1. 本サービスのご利用は無料ですが、ご利用に際しての通信料等は登録者のご負担となります。 
2. 登録、登録の変更、配信停止はご自身で行ってください。 
  
【サービスの変更・中止・登録削除】 
1. 本サービスは、リスク研究センターの都合により登録者への通知なしに内容の変更・中止、運用の変更や中止を行うことがあります。 
2. 電子メールを配信した際、メールアドレスに誤りがある、メールボックスの容量が一杯になっている、登録アドレスが認識できない等の状況に

あった場合は、リスク研究センターの判断により、登録者への通知なしに登録を削除できるものとします。 
  
【個人情報等】 
1. 滋賀大学では、独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律第59号）に基づき、「国立大学法人滋賀大学個

人情報保護規則」を定め、滋賀大学が保有する個人情報の適正な取扱いを行うための措置を講じています。 
2. 本サービスのアクセス情報などを統計的に処理して公表することがあります。 
  
【免責事項】 
1. 配信メールが回線上の問題（メールの遅延，消失）等によりお手元に届かなかった場合の再送はいたしません。 
2. 登録者が当該の週刊情報誌で得た情報に基づいて被ったいかなる損害については、一切の責任を登録者が負うものとします。 
3. リスク研究センターは、登録者が本注意事項に違反した場合、あるいはその恐れがあると判断した場合、登録者へ事前に通告・催告することな

く、ただちに登録者の本サービスの利用を終了させることができるものとします。 
  
【著作権】 
1. 本週刊情報誌の全文を転送される場合は、許可は不要です。一部を転載・配信、或いは修正・改変して blog 等への掲載を希望される方は、事前

に下記へお問い合わせください。   
  

 *尚、最新の本注意事項はリスク研究センターのホームページに掲載いたしますので、随時ご確認願います。 

                                                （ http://www.econ.shiga-u.ac.jp/main.cgi?c=10/2/3:12 ） 

4 

  

 発行：滋賀大学経済学部附属リスク研究センター 

 編集委員：ロバート・アスピノール、大村啓喬、金秉基、久保英也、

澤木聖子、得田雅章、弘中史子、宮西賢次  
  滋賀大学経済学部附属リスク研究センター事務局 （Office Hours:月－金 10:00-17:00)

 〒522-8522 滋賀県彦根市馬場 1-1-1   TEL:0749-27-1404  FAX:0749-27-1189

  e-mail: risk@biwako.shiga-u.ac.jp 
  Web page : http://www.econ.shiga-u.ac.jp/main.cgi?c=10/2 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


